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利用・用途・応用分野

ブラウン管などの陰極線発光（ＣＬ）、コピー機や現金支払機などの電子照明（ＥＬ）
薄型テレビなどのプラズマ発光（ＰＬ）等に用いる蛍光物質

目的・課題 解決ポイント

蛍光物質の母結晶として、ウィレマイト
（Willemite，Ｚｎ２ＳｉＯ４）は、古くから
用いられている。
通常、ウィレマイト製造時でのＳｉＯ２源
として高価なＴＥＯＳを用いるが、
コストが高い難点がある。
簡便で安価なウィレマイト結晶の製造
方法、及びウィレマイト結晶を母結晶と
した蛍光物質の製造方法を提供する。

ＳｉＯ２源溶液、ｐＨ調節剤溶液及び
ＺｎＯ源溶液をＺｎＯ／ＳｉＯ２のモル比
が１．５以上、好ましくは１．７以上、
特に１．７～２．２となるように混合し、
生成した沈殿物を乾燥して得られた
前駆体ゲルを加熱して結晶化するこ
とを特徴とする、ウィレマイト結晶の
製造方法。ＳｉＯ２源溶液として水ガラ
ス、ｐＨ調節溶液としてアルカリ或い
はアンモニア等の塩基、好ましくは
苛性ソーダ、ＺｎＯ源溶液として塩化
亜鉛、硫酸亜鉛等の亜鉛の可溶性
塩、好ましくは硝酸亜鉛を使用し、
前駆体ゲルを８００℃～１４００℃に
加熱して結晶化する。 また本発明
の蛍光物質の製造方法は、前記方
法で製造したウィレマイト結晶に
Ｍｎ２＋、Ｅｕ３＋又はＴｂ３＋の発光金属
をドープすることを特徴とする。
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発明の名称：ウィレマイト結晶の製造方法及び
ウィレマイト結晶を母結晶とした蛍光物質の製造方法

本発明は、水ガラス、硝酸亜鉛、苛性ソーダなどの容易に入手することができる
物質を簡便な工程で処理することによって安価にウィレマイト結晶を製造すること
ができる。
また、ナノサイズの結晶を容易に製造することができる。
ＳｉＯ２源溶液、ｐＨ調節剤溶液及びＺｎＯ源溶液に発光金属源溶液を混合して、
ゲルを生成させることにより、容易に蛍光物質を製造することができる。
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